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暮
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令

ま

和　５年度 、予算化さ

ち
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要
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施
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目

  

□ 維持　□ 拡

的
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地
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震
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、
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風
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害
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模
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無

で

線通信広報事業 令和　

き

４年度 令和　５年度 令

る

和　５年度 令和　６年

体

度 令和　４年度 令和　

制

５年度 令和　５年度 令

を

和　６年度
活動指標名

整

単位
実績 計画 実績 計画

え

決算 当初予算 決算 当初

る

予算
全体事業概要
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と

報無線の屋外子局のデ

と

件 0 0 0 1
災害発生時

も

において、電話等の通

に

信手段が使えない事 ジ

市

タル化等改修件数
が想

民

定されていることから

の

、同報無線や移動系無

防
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災
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意
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を整備

識

し、災害時における情

を
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こ
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和　７年度の優先度
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地
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防

政無線（同報系）のデ

災

ジタル化再整備に向け
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計画どおり   
令和
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の
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評価
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と

拡大 実施設計業務等を

。

行い、工事設計書や仕

施

様書等が完成した。工

策

事を発注し、防災行政

の

無線（同報系）のデジ

方

タル
事業区分 □ 自治

向

事務   □ 法定受

危

託   □ その他
今

機

後の方向性 □ 縮小　

管

□ 改善 化再整備を実

理

施していく。
（改善措

体

置等）□ 休止　□ 

制

終了
計画対象 ■ 実施

の

計画査定対象  □ 

強

行政改革対象 
□ 廃

化

止　　　　 

防災拠点備品整備事業では予算の都合上、令和5年度の整備目標には至らなかったものの、予算化された品目については計画どおりの整備を実施した。また、無線通信
■ 計画どおり   

令和　５年度 広報事業では、防災行政無線（同報系）のデジタル化再整備に向けて、令和4年度に作成した工事設計書等の見直し、及び住民への周知を図り、防災訓練事業では市内
□ 遅延         

の評価 各所で計9種類の個別訓練を行ったほか、市民文化会館及び白滝公園には啓発ブースを設置し、市民の防災意識向上を図った。以上から、施策の方向全体に係る令和5年
□ 進展なし     

度の評価としては、概ね計画通りに事業を執行できたと考えている。
■ 維持　　　　 防

1

災拠点備品整備事業に

頁

ついては、今後も整備

令

目標に基づき防災資機

和

材や避難生活用品、非

 

常用食料等を整備して

5

いく。無線通信広報事

年

業については、防災行

度

政無線（

今後の方向性

　

□ 拡大　　　　 同

　

報系）のデジタル化再

事

整備工事の設計書等が

務

完成したため、工事の

事

を発注し、再整備を実

業

施していく。防災訓練

評

事業については、市民

価

の防災に関する知識と

表

技能の向

（改善措置等

（

） □ 縮小　　　　 

個

上や及び関係機関との

票

連携強化、各班の業務

）

の習熟を目的とし、南

課

二日町広場等で総合防

名

災訓練を実施する。
□

企

 改善　　　　 

画戦略部危機管理課 作成

No. 事務事業名

日

活動内容 コスト（事業

令

費：千円）
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和
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確に対応できる体制を整えるとともに市民の防災意識を高めることにより、地域防災力を強化すること。

施策の方向 危機管理体制の強化

防災拠点備品整備事業では予算の都合上、令和5年度の整備目標には至らなかったものの、予算化された品目については計画どおりの整備を実施した。また、無線通信
■ 計画どおり   

令和　５年度 広報事業では、防災行政無線（同報系）のデジタル化再整備に向けて、令和4年度に作成した工事設計書等の見直し、及び住民への周知を図り、防災訓練事業では市内
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の評価 各所で計9種類の個別訓練を行ったほか、市民文化会館及び白滝公園には啓発ブースを設置し、市民の防災意識向上を図った。以上から、施策の方向全体に係る令和5年
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度

政無線（
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報系）のデジタル化再

事

整備工事の設計書等が

務

完成したため、工事の

事

を発注し、再整備を実

業

施していく。防災訓練

評

事業については、市民

価

の防災に関する知識と

表

技能の向

（改善措置等

（
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個

上や及び関係機関との

票

連携強化、各班の業務

）

の習熟を目的とし、南
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災訓練を実施する。
□

企

 改善　　　　 

画戦略部危機管理課 作成
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費：千円）

防災訓練事

和
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和　６年度 令和　４年

年
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全体事業

１

概要
①

総合防災訓練参

日

加者数 人 800 200


